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16.  Abstract 

 	 自動運転車両での乗り物酔いは、従来の車両よりも問題となることが予想される。  
その理由は、乗り物酔いに影響する主要な 3 つの要因（平衡感覚と視覚入力の矛盾、
動きの方向を予想することができないこと、動きの方向を制御できないこと。）が自

動運転車両では高まるためである。しかし、乗り物酔いの頻度とひどさは、運転の代

わりに人が熱中している行動・作業に影響される。このレポートでは、米国、中国、

インド、日本、イギリスとオーストラリアにおける、完全な自動運転車両で各個人が

行う活動についての最近の研究結果を元に、完全な自動運転車両において予想され

る、乗り物酔いの頻度とひどさを推定する。結果、たとえば、完全な自動運転車両に

乗った場合、アメリカの大人の 6%-10%が常にまたは、しばしば、ある程度の乗り物
酔いを経験することが予想される。同様に、完全な自動運転車両に乗るアメリカの大

人の 6%-12%は、ときに中程度もしくはひどい乗り物酔いを経験することが予想され
る。他の 5つの国についての推定結果も提示する。 
このレポートは、完全な自動運転車両での乗り物酔いの頻度とひどさを最小にする方

法に関する議論で締めくくる。 
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